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2005 年  07 月  11 日  

熊野の旅 紀勢線 二木島駅 
 二木島駅（にぎしま）は熊野市最後の駅です。 
 隣の賀田湾ほどではないのですが、入り江の中にある漁港の町です。 
 前にも書きましたが旧荒坂村です。神武東征にも関連する場所です。遭難した軍隊

を助けたと記録にありますが、熊野灘を航行する船にとっては貴重な避難港です。熊

野市内では最良の港湾です。しかしながら、交通の便の悪さからか、このあたりの主

要水産物『さんま』の漁獲高では隣の遊木港（ゆきこう）に負けています。 
 
 鉄路で言えば、二木島には駅があり、遊木にはありません。 
 昔々はこの二木島が熊野の北の端で、この横の『逢神峠』（おおかみとうげ）から

先は伊勢の国だったらしいです。この峠 rで熊野の神と伊勢の神が逢ったそうですが、

一体何を相談したのでしょうか？ 
 国道で尾鷲に向かうと、この先に熊野市内としては、まだ、甫母町（ほぼちょう）

と須野町（すのちょう）と言う小さな漁業の集落が二つあります。 
 湾の中にあるといっても、入り口の広い湾なので、高波を完全に防ぐことが出来ず、

伊勢湾台風の時には甫母町がほぼ全滅する被害がでております。 
 急傾斜の山の下に張り付くように家が建っていますから、災害時には避難もままな

らないところです。 
 二木島駅もトンネルとトンネルの間に作られたもので、出発するとすぐにトンネル

に入ります。 
 次に停車する駅はもう尾鷲市になります。 

 
 



 
by je2luz | 2005-07-11 06:47 | 熊野 

 

 

 

 

2005 年 07 月 12 日 
熊野の旅 紀勢線 賀田駅 
 賀田駅（かた）・・・この駅から、尾鷲市に入ります。昭和の合併前には「南輪内

村」でした。名前で予想できるように、入り江の中にあります。 
 熊野灘に面した湾では最高のものです。周囲を山で囲まれ、入り口が狭く中が広い、

更に水深も深い、文句なしの避難港です。 
 天候の悪い時や台風の時には大型船が湾内に避難しています。広い海の上にあると

きはさほど大きく見えないものですが、こうした山の中に入り込んだ船を見るともの

すごく大きく見えます。 
 この周辺は尾鷲町と合併して尾鷲市になっていますが、道路で尾鷲に抜けるには時

間がかかり、昔は逆方向の「鳥越峠」を越える道路で飛鳥村（現熊野市）経由で木本

に出るほうが便利でした。定期バスもそちらに向かっていました。 
 そのためか、この賀田と隣の三木里の生徒は熊野市側の木本高校へ進学することが

多かったのです。近年では尾鷲のほうに通学しているようです。 
 賀田はこの良港があるため、貨物船が接岸できるので石材の切り出しが今でも行わ

れています。以前に盛んであった熊野市新鹿が石材産出をやめなくてはならなかった

のに比べ、港があることが生き延びるために役立ちました。 
 賀田からは国道 42 号線への連絡道路も延びています。 
 海に面した山が多いのに、この周辺は「尾鷲桧」の主な産地の一つになっています。

駅の裏手にも手入れされた山が迫っています。ただ、近年は林業不振で賀田の元気も

なくなっています。 



 
 

 
ウェルタ・ペルレ       by je2luz | 2005-07-12 01:50 | 熊野 

 

 

 

 

 

2005 年  07 月  13 日  

熊野の旅 紀勢線 三木里駅 
 三木里（みきさと）はこの周辺の『木』の字が『鬼』であるように『三鬼里』だっ

たそうです。 
 旧北輪内村になるこのあたりには『三鬼』という苗字もあります。古い人なら御記

憶にある方も居られるでしょうが三鬼陽之助さんという評論家は尾鷲の出だったと

思います。 
 ここも、賀田と同じ賀田湾に面した漁村です。天然の良港に恵まれても、輸送路が

悪かったので、遠洋漁業などは発達せず、尾鷲が基地になってしまいました。 



 この三木里駅は集落から少しずれた形で作られています。跨線橋もある、立派な駅

でしたが、今では跨線橋を残したままで、登れないように柵がされています。取り壊

していない分余計に淋しい感じです。 
 ここの海岸には海水浴場もあります。駅から受ける印象よりは町も大きなものです。 
 背景になる山が険しいので、集落は海岸沿いにのみ点在し、見える範囲が全てです。 
 熊野古道で言えば羽後峠/三木峠がこの周辺になると思います。そして、次の九鬼

（くき）との間から尾鷲との間に立ちふさがる難所の八鬼山（やきやま）越えの道が

山に向かって延びています。 

 

 
カメラはウェルタ・ペルレ・セミ判・カッサー75mm  by je2luz | 2005-07-13 03:06 | 熊野 



2005 年 07 月 14 日 
熊野の旅 紀勢線 九鬼駅 
 ここ『九鬼』（くき）は紀勢線紀伊市木駅のある市木＝一鬼から始まる熊野海賊軍

団地名の最後になるものです。 
 ここから先、尾鷲に至る道は八鬼山（やきやま）を越える難所です。 
 尾鷲節に 
 ままにーなるなーらー あの八鬼やーまを よーいそれ 
 くわでならしーいてー かよわーせる のーんのこ さーいさい 
 やさほーらえーえー やさほーらえー 
 と、歌われるほど険しいものです。列車はこのやき山をぶち抜いた長いトンネルを

抜けて、尾鷲湾に入ってゆきます。 
 道路の方はつい最近まで八鬼山を迂回するように海岸沿いを遠回りして越えて行

きました。今は、八鬼山に長大トンネルを抜いたので時間が 1/3 ほどに短縮されまし

た。 

 
by je2luz | 2005-07-14 01:24 | 熊野 



2005 年 07 月 14 日 
熊野の旅 紀勢線 大曽根浦駅 
 ここ大曽根浦（おおそねうら）は一見、ここに駅は要らないのではないだろうか、

というほど尾鷲市外に近く。ホームからも海越しに尾鷲の三田（みた）火力発電所が

目の前に見えています。 
 かつてはこの周辺ですら陸路の連絡は悪かったのです。この駅のそばには、尾鷲港

ではない漁港があるくらいです。 
 この駅のそばには以前高島屋百貨店系列の立派なホテルがあったこともあります。

『サンポート・ホテル』と言う、聞くだけでも「リゾートホテル」と言うものですね。

同じものが熊野にもあり、こちらは『オレンジ・ホテル』と、言いました。計画・建

設されたのは『列島改造論』の時代です。 
 当然のこととして、取り立てて観光資源があるわけでもなく、時間地図で東京から

一番遠い紀州に観光客など来るわけも無く、当初より赤字で、両方共に、閉鎖されま

した。あとの、買取リ営業する企業も無く、廃墟となり取り壊されました。 
 何も、紀伊半島の端っこだけの話ではないですよね。 
 映画のロケにしか使われなかった琵琶湖に近くの巨大リゾートホテルなどもこの

発想で計画したものですね。 
 戦後すぐの熊野川総合開発のダムに懲りずに、ここ尾鷲には火力発電所が作られて

います。工業地帯までこんなに遠いところに作りたがる理由を考えれば分かるはずで

すが・・・ 
 狭いお椀状の地形に巨大な火力発電所を作ったので、公害対策がされるまで、尾鷲

桧を育てる山林労務者の方々が何人も倒れました。耐用年数が経って償却資産税が減

少した尾鷲市は膨らんでしまった財政をどうしようもなくなり、増設に合意しました。

これは福井などの原発銀座と同じですね。 
 そうしたものが見えてはいるのですが、ここ曽根・大曽根浦の海の眺めは抜群です。 

 
カメラはローライフレックス・オートマットｌｌｌ  by je2luz | 2005-07-14 22:38 | 熊野 



2005 年  07 月  15 日  

熊野の旅 紀勢線 尾鷲駅 
 尾鷲（おわせ）駅は熊野の隣の特急停車駅です。かつては紀勢西線の木本駅（熊野

市駅）と同様、紀勢東線の終着駅として賑わいました。この駅前から連絡バスが出て

いました。駅前はそんな重要な駅であった割には狭く、行き止まりの状態です。バス

が U ターンできる広さが無く、車掌さんの笛に誘導されながらバックして切り替え

していました。 
 その時代から、ほとんど変わらない面影を残した駅です。正面に港へ向かう道路が

あり、角の一等地には木造二階建ての古い建物があります。これが、昔の国鉄時代に

は全国の駅の標準であったように『日本通運』の事務所でした。今でも、日通の看板

が揚がり、幟がはためいています。昔は黄色いオート三輪がいつも停まっていました。 
 左手にはこれも、駅前の定番の大衆食堂が今でも営業しています。いわゆる『駅前

食堂』です。 
 駅に面したところ以外はかなり新しくなってしまっています。 
 欲を言えば、木の手すりの付いた『駅前旅館』があれば満点なのですが・・・ 
 そうした風情が残った特急停車駅などほとんどなくなっていますね。こうした大衆

食堂も風景としては残って欲しいものですが、いざ食事をするとなると入らないあた

りが人間の勝手なところですね。 
 都会の人にとっては貴重な駅前ですから、時間があれば是非うどんでも食べてやっ

てください。 
 駅から、尾鷲港までは駅前の道をまっすぐ下るだけです。良港なので遠洋漁業の水

揚げも盛んです。 

 
 



 
 

  by je2luz | 2005-07-15 17:30 | 熊野  



2005 年 07 月 16 日 
熊野の旅 紀勢線 尾鷲駅 周辺 
 尾鷲 よいとこ 朝日をあびて 
 浜で五丈の網を引く・・・ と、尾鷲節の出だしはなっています。 
 ところが、今、尾鷲の海岸に出ても尾鷲には浜はありません。 
 地名にも『矢の浜』というところがあります。 
 ここは松林もある浜だったようです。 
 その矢の浜のあとにあるのが写真の『中部電力三田火力発電所』です。高度成長時

代には繁栄のシンボルと思われたものです。尾鷲にはコンビナートなど無かったので、

この発電所の為に『東邦石油尾鷲精製所』まで作られました。海岸は一見工業都市化

と思われる様相です。しかし、火力発電所もオートメーション化され大勢居た中電の

職員も居なくなり、社宅群は取り壊されました。尾鷲の低迷の要因です。最後に引導

を渡したのが、近年の林業不振です。 
 遠洋水揚げがあるので尾鷲漁港はまだ、賑わっています。 
 海岸から左手に行くと、小さな川を渡り、熊野古道・馬越峠（まごせ）・旧 42 号線

へ向かいます。この旧 42 号線の頂上のトンネルは今の国道のすぐそばに出ています

が、レンガと石のアーチで飾られたきれいなものです。残念ながら崩落の危険ありと

いうことで、立ち入り禁止になっています。おまけに入り口付近に災害防止壁が作ら

れ、あることも気付かない人が多いと思います。写真二枚目がそれです。この地方に

はこの形の昭和初期に作られたトンネルが数多く残っています。後日、もうひとつ熊

野にあるものを取り上げます。 

 
 



 
カメラはイコンタ 523/16・ノバー75mm  by je2luz | 2005-07-16 14:03 | 熊野 

 

 

 

 

2005 年 07 月 17 日 
熊野の旅 紀勢線 相賀駅 
 相賀（あいが）は尾鷲から峠を越えた漁業と林業の町です。 
 昨年は町を流れる銚子川の氾濫で大きな被害を受けました。昔、この川は結構暴れ

たようです。上流に当たる山が結構深いのに加え、日本一の多雨地帯なので、堤防が

できるまでは洪水が多かったようです。 
 この川沿いに『便の山』（びんのやま）と言うところがあり、そこが『種まき権兵

衛の里』だと言われています。『権兵衛が種まきゃカラスがほじくる・・・』と言う

やつです。 
 紀勢線は尾鷲からトンネルで相賀に抜けてきますが、少し前までは、国道の道の駅

のところに顔を出して、がけ沿いに走りました。常にがけの崩落の危険と向き合わな

ければならないので、トンネルを掘りなおして大きくルートの変更をしました。長年

使ってきた線路を付け替えるのは珍しいことです。国道の３車線部分の１車線分が元

の鉄道のあった部分です。 
 相賀は海山町になりますが、もうすぐ合併で無くなることになっています。 
 ここから海沿いに尾鷲とは反対の方向に岬の先まで行くと突然『尾鷲市』の標識が

出ます。そこは尾鷲湾の対岸に当たり、尾鷲市の飛び地『須賀利』（すがり）です。

今は立派な道路がありますがかつては陸の孤島で、連絡船で尾鷲に出ていました。そ

の歴史的経緯から尾鷲市に入り、今でも連絡船が出ています。 
 そこまでの道路は矢口・島勝などの集落を通る景色のよいものです。潮が引けば転



がっている岩に一杯天然の牡蠣がくっついています。海がきれいですからそのまま口

に入れても大丈夫だとは思いますが… 
 この駅は結構多くの通学高校生が多いらしく自転車が沢山あります。 

 
 

by je2luz | 2005-07-17 07:36 | 熊野 

 

 

 

 



2005 年  07 月  18 日  

熊野の旅 紀勢線 船津駅 
 相賀駅を離れると列車は比較的単調な山間部を国道と平行して走ります。 
 この国道４２号線は今でこそ鉄路と平行に走っていますが、昭和４０年ごろまでは

細い一車線の砂利道が集落間を縫うように走っていました。そのため、鉄路を数え切

れないほど横切り、踏切ばかり多い道でした。 
 『船津駅』（ふなつ）は集落から少しはなれた田んぼの真ん中に作られた駅でした

が、今はすぐそばに『紀北自動車学校』があります。 
 以前はここの教習生が列車を利用していましたが、近年はどこの教習場でもやって

いるように送迎バスを出しているので、利用者も減っているようです。 
 田舎の列車の利用が減るのも、赤字路線だから列車の本数が少なくて不便だと言う

ことがあります。列車の運行にはお金が一杯掛かるそうなので増発は難しいようです

が悪循環みたいです。 
 紀勢線東線時代にはこの先『紀伊長島駅』に機関区があり列車の編成、蒸気機関車

の水、石炭の補給もやっていました。保線区はまだ紀伊長島に残されているようです

が、紀伊長島駅が随分縮小されたので、保線用の車両がこの船津駅に置かれているこ

とが多いです。それでも、ここ船津駅も無人ですし、官舎と言われた社宅ももうあり

ません。 
 割合と速度の出せる区間なので特急列車の乗客には駅名を読むのがやっとと言う

ことも多いと思います 

 
後ろに見えるのが自動車学校。 カメラはイコンタ 523/16・ノバー 



 カメラはイコフレックス

2a・テッサー  by je2luz | 2005-07-18 11:27 | 熊野 

 

 

 

 

2005 年  07 月  19 日  

熊野の旅 紀勢線 三野瀬駅 
 この『三野瀬駅』（みのせ）は新国道がバイパス状に作られてから、取り残された

ような感じの集落にあります。そのおかげで、集落全体が古く、落ち着いた雰囲気で

す。典型的な田舎の町並みと言う感じです。 
 集落が小さいので乗降客も数の多くないようです。勿論、ここも無人駅です。 
 船津を出てからしばらくして列車は久々に海岸線に出てきます。トンネルとトンネ

ルの間には美しい海が見えます。このあたりは熊野ー尾鷲間とは違い小さな島が浮か

んでいます。古里海岸という海水浴場もあります。かつては熊野の新鹿海岸と共に女

性週刊誌に紹介され、若い女性で賑わったものです。日本の海水浴場の平均的な傾向

として民宿のムードの無さ、部屋の劣悪さ、食事の陳腐化などがこの辺りにも見られ、

更には海外旅行の低価格化が進んで、都会からの客が激減しました。円高が進んでい

ると、相対的な面で日本国内の物価が高く、民宿で 7000 円・・・バリ島のコテージ

で 2500 円、東京ー熊野往復 30000 円・・・バリ島 40000 円、これでは勝負になりま

せん。時間も東京ーバリ・・・4 時間・・・・・東京ー熊野 6 時間、これも勝ち目が

無いですね。 
 こうして考えれば当たり前のことですが、単に『景色がいいから』なんてことでは

最早、観光など成り立たないわけです。温泉だってかつてはそれだけで観光地になれ

たのです。全国 200 ほどだったのが、２０００あまりにもにもなり東京のど真ん中に

出来るようでは・・・ 



 
 火が消えたようになった分、紀州一帯で『ひなびた田舎』を見ることが出来ます。 
 山の中の古道ばかりではなく、古より街道の里道として暮らしを支えてきた道沿い

の集落を歩くのも一つの楽しみではないでしょうか。古道歩きの人を見ると、いかに

も日本人らしく、途中を楽しむことなく、ガイドブックにある目標物を探してわき目

も振らずに汗をかいて歩いてゆきます。 
 『それって、違うんじゃないの？』と、言いたくなります。 
 この三野瀬駅なども降りても何もありません。でも、人によれば、そこに何かが見

つけられるのではないでしょうか。 

 
カメラは IKOFLEX ２a   by je2luz | 2005-07-19 12:30 | 熊野 


